<第2章>工学倫理ミニシンポジウム(技術者OBが教える実践的工学倫理:みじかく、やさしく、役に立つ) by 中村, 収三
Title<第2章>工学倫理ミニシンポジウム(技術者OBが教える実践的工学倫理:みじかく、やさしく、役に立つ)
Author(s)中村, 収三































にr-L L即 l拍fjな推力にくわえ. 高 い倫理作が智東される.そう考えると何が問嘩なのかよ
くわかる,安全 ･衛生 ･環壁間越fJ:i-'は,｢安全に利用するれ慮Jl=顕し,｢市い倫理性｣
























































安全 ･衛生 ･環境そのものは ｢危険なものを安全に使いこなす如恕 ｣であって,工学の本


















































































































































































































































年に策定 Lた C‖d(IoFEthicsに基づく.AccrEditation Boardro√Engineeringand
Ter･hnolog),の括刺に旗徴されるように,プロフェッショナルとしてのエンジニアの塵戒
にr判tわる向等敢冊楓削二おいて教育プログラムに関するものとして考えられてきた,また,
それは解放 o)抑qil研究を中心に,エンジニアの鍋ノ＼的な倫理審旅の帯揚を主たる目的とし
ている/I)､())鞠がある.一般に,応用倫理は,畔門戯施理としての方向性をももっており,
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